
実習指導者が企画した
指導者育成プログラム

令和3年度実習指導者育成ワーキング

実習指導者育成ワーキング
実習指導者育成ワーキング（以下実習指導者育成WG）は、
平成26年度より臨地実習現場での実習指導の質の向上を目的として
スタートし、今年度８年目を迎えた。

目標 ①実習指導者会議の企画・運営・評価を行い、
実習指導に伴う課題に対し、改善に向けて取り組む。
②実習指導者以外のスタッフに対し、
実習指導要綱の活用を促進することができる。
③臨地実習指導者研修会の企画・運営・評価を行い、
効果的な指導ができる実習指導者を育成する。
④看護学生への実習指導の質を担保することができる。

【WG構成メンバー】14名
WG長（看護師長）、看護師長２名、副看護師長５名（内２名教育担当）

実習指導経験のある看護師６名（途中交代あり）

実習指導者育成ワーキング
R3年度実習指導者WG活動計画
月 4月 8月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

実
習
指
導
者
育
成
W
G

研

修
会
評

価

（
全
体

）

次

年
度

研
修

会
企

画

次
年
度

会
議

企
画

W
G

活
動

評
価

会

議
・
指

導
要

項
評

価

学

生
ア
ン

ケ
ー

ト
評

価

実
習
指
導
者
会
議

①
今
年
度
の

活
動
計
画

福
岡
女
学
院
看
護
大
学

実
習
説
明
会

九
州
大
学
保
健
学
科

病
院
実
習
連
絡
会

福
岡
女
学
院
看
護
大
学

実
習
説
明
会

②
実
習
指
導
に

関
す
る
情
報
共
有

九
州
大
学
保
健
学
科

病
院
実
習
連
絡
会

福
岡
看
護
大
学

実
習
説
明
会

③
講
義
・

事
例
検
討

④
事
例
検
討

福
岡
女
学
院
看
護
大
学

実
習
説
明
会

九
州
大
学
保
健
学
科

病
院
実
習
連
絡
会

⑤
会
議
の
目
標
評
価

と
振
り
返
り

一
年
間
の
評
価

実
習
指
導
者
研
修
会

④
実
習
指
導
計
画

実
習
指
導
評
価

⑥
ま
と
め

実
習
指
導
者

ア
ド
バ
ン
ス

②
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
看
護

教
育
課
程
・
実
習
指
導

の
原
理 ④

ま
と
め

①
看
護
部
長
講
演

③
看

護
学

生
の

動
向

と
看

護
教

育
の

現
状

①
ガ
イ
ダ
ン
ス
・

実
習
指
導
者
経
験
談
・
看

護
教
育
課
程
・

実
習
指
導
の
原
理

②
教
育
原
理

③
看
護
過
程
・

事
例
検
討

⑤
カ
ン
フ

ァ
レ
ン
ス

の

指
導
方
法
・
事
例
検

討

福
岡
看
護
大
学

実
習
説
明
会

W
G
活
動
計
画
立
案

会
議

内

容
の

検
討
・

運
営

評

価

（
単
回

）

研
修

会

の
運

営
評
価

（
単
回

）

実
習
指
導
要
項
の

見
直
し
・
改
訂

5月 6月 7月 9月

事前アンケート集計

事後アンケート

集計･分析
報告書作成

研修会運営･評価 研修会運営･評価

運営･評価

実
習
指
導
体
制
の
課
題

抽
出
･
改
善
点
検
討

学生ｱﾝｹｰﾄ 配布･集計

報告書作成

運営・評価運営･評価 運営･評価

研修会運営･評価 研修会運営･評価

実習指導者育成ワーキング
R3年度実習指導要項改正スケジュール

6月 7月 8月 9月 10月 11月-1月 2月

はじめに

目次

Ⅰ．九州大学病院における実習指導

Ⅱ．臨地実習における役割

Ⅲ．実習で経験できるマトリックス

Ⅳ．基礎看護学実習Ⅰ

Ⅴ．基礎看護学実習Ⅱ

Ⅵ．成人・老年看護学実習

Ⅶ．小児看護学実習Ⅱ

Ⅷ．母性看護学実習

Ⅸ．精神看護学実習

Ⅹ．助産学実習

保
健
学
科
に
て
修
正
箇
所
の
確
認

時期

完
成

各
部
署
へ
配
布

印
刷
工
程

実
習
指
導
者
会
議
で
検
討

W
G
で
検
討

W
G
で
検
討

項目

「
保
健
学
科
提
示
」
箇
所
を

保
健
学
科
に
て
検
討



実習指導者会議
目的 実習内容及び実習指導に関する事項を検討し、併せて実習指導者の資質向上を図る
目標 ①学生への教育的・効果的指導のあり方を検討し、実習指導に活用することができる。

②実習指導体制の課題を抽出することができる。
③実習指導に関わる問題を抽出し、対応策を実施することができる。
④実習指導要項の見直しを行い、活用を促進することができる。

1 2 3 4 5

4/23
4月または
5月

5月 6月 7/30 7月 9/3 9/24 10/22 11/26 12月
令和4年度

1/28
2/25日程

回

学
習
・
検
討
会

グループワーク

会
議
内
容

議
題

 1．会議規程について
 2．会議構成員について
 3．実習指導者育成ＷＧについて
 4．会議日程について
 5．令和2年度実習指導者会議活動
のまとめ
 6．保健学科第15期生の卒業時の
看護技術到達度について
 7．2020年度保健学科総括について
 8．実習指導者会議活動計画につい
て
 9．看護学生受け入れ計画について
10．令和3年度学生アンケートについ
て
11．その他

実習指導に関する
情報共有

講義

「九州大学

医学部保健

学科におけ
る現在の学

生の状況や

実習につい

て」

事例検討

実習が困難な

事例に関する

グループワーク

会議の目標

評価と振り返

り

（実習指導要

項の活用状

況の振り返

り、実習指導

体制における

課題抽出）

□
□
大
学

実
習
指
導
者
連
絡
会

該
当
部
署
の

み 〇
〇
大
学

実
習
指
導
者
説
明
会

該
当
部
署
の
み

△
△
大
学

実
習
指
導
者
説
明
会

各
病
棟
に
て

〇
〇
大
学

実
習
指
導
者
説
明
会

該
当
部
署
の
み

〇
〇
大
学

実
習
指
導
者
連
絡
会

該
当
部
署
の
み

△
△
大
学

実
習
指
導
者
連
絡
会

該
当
部
署
の
み

□
□
大
学

実
習
指
導
者
連
絡
会

該
当
部
署
の
み

△
△
大
学

実
習
指
導
者
連
絡
会

各
病
棟
に
て

WGメンバーが会議の企画・
運営に参画し、グループワー
クではファシリテーターとし
て参加した。
臨地実習の場における実習指
導困難事例に関してのワーク
を行い、情報共有と対応策の
検討を行った。

実習指導要項の活用状況と活
用促進のための対策を検討し
た上で、各部署で指導要項の
見直しを行い改正内容を検討
した。

実習指導者会議ー学生アンケート結果ー

202

186

201

172

199

167

201

145

213

180

196

170

29

40

28

54

28

56

25

81

18

45

30

52

2

2

3

4

5

5

1

2

3

2

1

1

1

1

3

1

4

4

3

6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

部署に実習を受け入れる雰囲気がある

目指したい看護職員との出会いがあった

実習目標の理解と達成支援(指導者)をしてくれた

実習目標の理解と達成支援(他の職員)をしてくれた

新しい経験の学習機会提供をしてくれた(指導者)

新しい経験の学習機会提供をしてくれた(他の職員)

質問しやすい雰囲気だった(指導者)

質問しやすい雰囲気だった(他の職員)

わかりやすい回答をしてくれた(指導者)

わかりやすい回答をしてくれた(他の職員)

患者との円滑な関係支援をしてくれた(指導者)

患者との円滑な関係支援をしてくれた(他の職員)

看護学生による臨地実習に対する評価（A大学）

非常にあてはまる あてはまる あてはまらない 全くあてはまらない 該当なし

n=231

145 69 13 4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

教員との連携がとれていた

よくとれていた だいたいとれていた どちらともいえない あまりとれていなかった 全くとれていなかった

実習指導者会議ー学生アンケート結果ー

28

24

28

24

29

26

28

26

29

26

26

23

1

5

1

4

3

1

2

3

3

5

1

1

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

部署に実習を受け入れる雰囲気がある

目指したい看護職員との出会いがあった

実習目標の理解と達成支援(指導者)をしてくれた
実習目標の理解と達成支援(他の職員)をしてくれた

新しい経験の学習機会提供をしてくれた(指導者)
新しい経験の学習機会提供をしてくれた(他の職員)

質問しやすい雰囲気だった(指導者)
質問しやすい雰囲気だった(他の職員)

わかりやすい回答をしてくれた(指導者)
わかりやすい回答をしてくれた(他の職員)

患者との円滑な関係支援をしてくれた(指導者)
患者との円滑な関係支援をしてくれた(他の職員)

n=29看護学生による臨地実習に対する評価（B大学）

非常にあてはまる あてはまる あてはまらない 全くあてはまらない 該当なし

21 8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

教員との連携がとれていた

よくとれていた だいたいとれていた どちらともいえない あまりとれていなかった 全くとれていなかった

実習指導者会議ー学生アンケート結果ー
68

59

66

62

71

60

61

51

69

59

68

59

10

19

12

15

7

18

16

24

9

18

10

15

1

3

1

1

1

3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

部署に実習を受け入れる雰囲気がある

目指したい看護職員との出会いがあった

実習目標の理解と達成支援(指導者)をしてくれた
実習目標の理解と達成支援(他の職員)をしてくれた

新しい経験の学習機会提供をしてくれた(指導者)
新しい経験の学習機会提供をしてくれた(他の職員)

質問しやすい雰囲気だった(指導者)
質問しやすい雰囲気だった(他の職員)

わかりやすい回答をしてくれた(指導者)
わかりやすい回答をしてくれた(他の職員)

患者との円滑な関係支援をしてくれた(指導者)
患者との円滑な関係支援をしてくれた(他の職員)

n=78看護学生による臨地実習に対する評価（C大学）

非常にあてはまる あてはまる あてはまらない 全くあてはまらない 該当なし

51 21 6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

教員との連携がとれていた

よくとれていた だいたいとれていた どちらともいえない あまりとれていなかった 全くとれていなかった



実習指導者会議
目標評価

評価まとめ
実習指導者会議構成員として、部署での課題や対応策についての検討について70％以上が
「できた」「だいたいできた」と評価していた。実習指導要項の活用促進について、「で
きた」「だいたいできた」は70％以上評価していた。今年度実習指導要項の改正を行った
ことで、実習指導要項への内容の把握や指導時に活用できていた。

3

4

4

2

27

21

21

22

1

8

8

5 3

2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学生への教育的・効果的指導のあり方を検討し、

実習指導に活用することができる

実習指導体制の課題を抽出することができる

実習指導に関わる問題を抽出し対応策を検討することができる

実習指導要項の見直しを行い、活用を促進することができる

できた だいたいできた 半分できた あまりできなかった できなかった

第3回・第5回実習指導における困難事例の検討
目標「事例検討を行い、多角的な視点から問題点を

分析できる」
「学生指導の多様なアプローチを見出し、他者と
共有できる」

臨地実習指導者研修会
目的 ①看護教育における実習の意義及び実習指導者としての役割を理解し、

効果的な実習指導ができるよう必要な知識を習得する。
②自己の看護観の再構築と実習指導者像の形成を目指す。

対象者 新たに臨地実習指導者となる看護職員５２名
九州大学医学研究院の教員及び人間環境学研究院の教員と協働で開催

回 月 テーマ

１ ５月

ガイダンス
人事交流者の経験談

看護教育課程
実習指導の原理

２ ６月
教育原理
教育方法① 教育方法②

３ ７月 看護過程

４ ８月
実習指導計画
実習指導の評価

５ ９月 カンファレンスの指導方法

６ １月 まとめ

ＷＧメンバーとして事例の作成、研修スケジュール
作成、ワークシート、発表形式の検討、当日の運営、
司会担当などを検討、実施

参加者の学びや感想
・グルプワークをすることで、一人では思いつかなかった
具体的な計画をたくさん案がでて学ぶことができて良
かった。
・実際にありそうな内容を検討できて、自分が対応する
時にどうするべきか考える機会になって良かった。

臨地実習指導者研修会ーアンケート結果ー
0% 20% 40% 60% 80% 100%

実習は教育的な意義がある 前

実習は教育的な意義がある 後

指導者は重要な役割がある 前

指導者は重要な役割がある 後

指導は当然の義務である 前

指導は当然の義務である 後

研修は意義がある 前

研修は意義がある 後

自分に必要な能力を理解している 前

自分に必要な能力を理解している 後

成長できる機会である 前

成長できる機会である 後

研修以外でも学習していきたい 前

研修以外でも学習していきたい 後

学生と関わることが楽しみである 前

学生と関わることが楽しみである 後

責任が重いので憂鬱である 前

責任が重いので憂鬱である 後

指導者の役割を担うのは不安である 前

指導者の役割を担うのは不安である 後

大いにそう思う そう思う どちらともいえない そう思わない 全くそう思わない

実習指導に関する認識（研修前後比較）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

指導者の役割 前

指導者の役割 後

研修の目的・意義 前

研修の目的・意義 後

現在の教育課程 前

現在の教育課程 後

教育的な関わり方 前

教育的な関わり方 後

実習における評価の意義・方法 前

実習における評価の意義・方法 後

実習におけるカンファレンスの意義・方…

実習におけるカンファレンスの意義・方…

現代の学生を理解するために必要な知…

現代の学生を理解するために必要な知…

看護過程の指導のポイント 前

看護過程の指導のポイント 後

指導案作成の方法 前

指導案作成の方法 後

よく理解している 理解している どちらともいえない

あまり理解していない 全くわからない 無回答

実習指導に関する知識（研修前後の比較） 研修前 n=49
研修後 n=50

研修前 n=49
研修後 n=50

臨地実習指導者研修会ーアンケート結果ー

「臨地実習における学生の学習にどの
程度効果的な影響を及ぼすことができる
かという信念」に関する変化をみるため
に、「臨地実習に対する教師効力尺度（坪
井ら、2001）」を用い、研修前後における
比較を行った。
研修前と比べ研修終了時は、教師効力
得点が上昇し、7つの下位因子において
も、全ての項目で得点が上昇していた。学
生への具体的実習指導において、自信を
もって行うことができているといえる。
今年度も、新型コロナウイルス感染症拡
大予防のため、研修体制の変更や研修時
間を短縮して開催した。しかし、例年と同
様に研修後の教師効力尺度得点は上昇
しており、研修内容の変更が影響すること
なく学びの効果を確認することができた。

平均値 ±標準偏差
【総合得点】

研修前 73.7 10.3
研修後 89.1 11.2

【カンファレンスを実施できる自信】
研修前 12.3 2.1
研修後 15.6 2.3

【看護実践能力を活用できる自信】
研修前 11.4 1.9
研修後 13.0 1.7

【学習者として学生を尊重する自身】
研修前 14.5 2.5
研修後 16.5 2.3

【学びを深めるために技法を活用できる自信】
研修前 10.3 1.8
研修後 12.7 2.0

【実習教育の準備ができる自信】
研修前 10.4 1.6
研修後 12.8 1.8

研修前 7.4 1.5
研修後 9.2 1.3

研修前 7.3 1.4
研修後 9.2 1.5

教師効力尺度得点　（研修前後データの比較）  

　研修前 n=49  研修後 n=50

【学生の状況を判断できる自信】

【学生の学びを促進できる自信】



臨地実習指導者研修会ーアドバンスコースー
目的 看護教育における実習の意義及び実習指導者としての役割を再認識し、

実習指導に活かす
対象者 条件を満たし推薦を受けた看護職員29名

回 月 テーマ

１ ４月
看護部長講演

「九州大学病院看護部の活動につ
いて」

２ ５月

ガイダンス
人事交流者の経験談

看護教育課程
実習指導の原理

３ ９月 看護学生の動向と看護教育の現状

４ ２月 まとめ

＜研修後レポートより＞

• コロナ禍の影響で病棟特有の処置の見学機
会が少なくなり、またバイタルサイン測定や
ベッドサイドでの患者との関わりに対して時間
制限が設けられた事で、学生の知識や技術
に自信が持てなくなっていたようだ。感染拡大
により実習そのものが中止となり、計画が中
途半端な状態で実施できなかったこともあっ
た。

• 担当教員との情報共有をすることで、学生が
目標とする実施可能な技術について共有でき
た。

実習学生はコロナ禍で、病院実習が十分にできていないという背景があり、コミュニケー
ション能力や看護技術に不安を抱いていたという感想が多かった。学生の背景を知り、病
棟指導教官、実習指導者、スタッフと連携をとることが重要でその風土作りの役割が自分
にあると再認識していた。

集合研修よりレポート提出へ変更

まとめ

• 学生の環境がオンライン授業が中心となり、臨地実習の場にお
いて直接的なコミュニケーション支援の課題がみえてきた。実習
指導者は、実習での学びを最大限支援する姿勢で実習指導に当
たっている。

• 学生の学びの支援、学生と患者、学生と病棟スタッフとの調整、
そして感染防止に配慮しながら効率的に実習を進める点におい
て、実習指導者の役割は重要性が増している。

• 次年度も、変化する状況に対応しながら役割を担うことが出来る
指導者の育成と、実習の受け入れ体制を整えることに実習指導
者育成WGとして活動していきたい。


